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外　な　る　も　の
―Mahayanasutralamkara　第ⅩⅧ章第89-91偈を中心に―
早 島 理
　「哲学」を古代ギリシャにおけるphilosophy（叡知）の意味に限定せず，広く人間とそれ
を取り巻く世界，あるいはここなる私と私を支えている世界，内なる世界と外の世界とに
対する，理性的な反省・洞察と解することが許されるならば，かような精神活動は古代ギ
リシャに限らず，古代の中国やインドにおいても，あるいはイスラムの世界においても営
まれ，その流れが現代に至っていることは周知のとおりである1）。
　インド世界の精神活動の歴史の中で，例外的にヴェーダ（Veda）の権威を認めず，した
がってブラーミン（Brahmin；バラモンBrahman）を頂点とするカースト制度を許容する
ことなく，それ故，時には思想潮流の主流にはなり得ても，常に異端の位置に止まらざる
をえなかった仏教においても2），古くから，内なるものと外なるものとに分析して，私と世
界とに対する思索が続けられて来たのである。もとより輪廻からの解脱を究極の目的とす
るインド精神世界にあっては，仏教におけるこの思索が解脱のための一段階に過ぎなかっ
たとしてもである。
　仏教諸経論書に頻出する有情世間・器世間，五萬・十二処・十八界などなどのさまざま
な分類の方法は，私と世界とについて仏教が如何様に分析と思索とを積み重ねて来たのか
の一端を物語るものであると言えよう。インド大乗仏教を代表する鍮二野唯識学派におい
てもこの分析方法は受継がれ，私と世界とについての思索は積み重ねられて来たのである。
喩伽行学派の名称が由来するであろうように，瞑想・三昧の実践のうちに，この思索がな
されていったであろうことは云うまでもない。
　この学派の代表的な論書の一つである『大乗荘厳経論』福励⑳伽αsπ擁1吻zんδ勉（以下
MSA）は，たとえぼ第XI章に第5－7偶をもって「対象の体得を求道することalambana
－labha－parye＄㌻i」を説く3）。これは直前の同章冒頭の「対象を求道することalambana
－parye＄ti」（kas．1－4）4）に引き続き，大乗の菩薩が学ぶべき学道の対象を如何様に体得すべ
きかについて論じたものである。その対象は次のように論じられている。
〔1〕対象とは　（1）法と　（2）内なるものと　（3）具なるものと　（4）［内外の］両者とであ
　　る。
　　［これらの対象の］体得とは　←）両者を二つのもととして，及び⇔両者の非認識と
　　して［体得するの］である5）。　　　　　　　　　　　　（MSA　XI　ka．5）
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　すなわち菩薩が学ぶべき対象とは　（1）法と，（2）内なるものと，（3）外なるものと，（4）内外
の両者との四種であるとされる。Vasubandhu（世親，　c．400～480）はこの偶頗の「内なる
もの」と「外なるもの」とに注釈して
〔2〕対象とは　それは（1）法と　（2）身体などの内なるものと　（3）外なるものと及び（4）内
　　外［の両者］とであると説かれている。この（ka．5ab）うちで，（2）「内なるもの」
　　とは主観となる身体などである。（3）「聖なるもの」とは客観となる［六境など］で
　　ある。……6）
と述べている。この同じ内容をSthiramati（安慧，　c．510～570；Sπ’短艇団々伽α一解’証∂1晦
夕α，以下SAVBh）〔2a〕やAsvabhava（無性，　c．～500～；奨励の魏α一sπ’短勿z航名α一雄σ，
以下MSAT）〔2b〕は
〔2a〕　「内なるもの」（ka．5b）と説かれるうち，色纏と，受・想・行・識の［四］纏と
　　を「内なるもの」という。あるいはまた，主観となる眼閃より配所にいたるまで［の
　　六四］を「内なるもの」という。
　　　「外なるもの」（ka．5b）と説かれるうち，客観となる色［処］より即処にいたる
　　までの六境を「外なるもの」と言う。
　　　「（2）身体などの内なるものと　（3）外なるものと」と説かれるうち，身体すなわち五
　　纏を「内なるもの」と言う。物質（rOpa）などの六境を「外なるもの」と言う7）。
〔2b〕「（2）身体などの内なるもの」と説くのは第二の対象である。「［身体などの］など」
　　という言葉は　感受（vedana），心（citta），諸法を含む。……
　　　このうち，内なる対象すなわち主観となるのは有色の眼根などと意（manas）と
　　である。　外なる対象すなわち客観とは主観の領域にあるものそのもので，物質
　　（rUpa）などである。［これは］第三の［対象］である8）。
と復註を施している。これらの注釈から明’らかなように内なる対象とは身体，五悪，ある
いは主観を形成する内なる六処である。それらが知覚や認識活動を含む我々の精神活動の
主体を意味することは云うまでもない。他方外なる対象とはこの主観の領域に顕現する物
質などの外界の客観の世界である9）。したがってこの内なる対象と外なる対象とが，上述の
私と私を取り巻く世界との仏教的な思索の現われであることは明白であろう。
　MSAが学道の対象としてこれら内・外の他に二種をあげ，特に第四に内外の両者をあげ
ていることからも明らかなように，これら四種の体得は単なる分析の対象として数えられ
ているわけではない。注釈を丹念に解読すれぼ明らかなように，これらは菩薩の修行階梯
のうち加行道四善根位で実践され，入無相方便相を経て，見道における法界直諦へと導く，
極めて重要なプロセスとして位置づけられているのであるゆ。今は入無相方便相には触れ
ない。ただこの学派で内なるもの・外なるものが論じられる時はその背景に菩薩の修行階
梯，具体的には入無相方便相との関わりがあることに留意しておこう。
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　さてこのようにMSAでは瞑想・三昧あるいは入無相方便相との関わりのうちに，それが
直接的であれ間接的であれ，内なるもの・外なるものが随所に説かれている。そのうちで
この小稿では，同論書第XVIII章「菩提分品」第89－91偶を中心に「外なるもの」の考察を
試みる。この三星とその注釈との解読研究を基に「外なるもの」が如何なる主題の下に如
何様に分析されて論じられているのかを考察するものである。なお紙面の制約もあり，同
門84－88偶「内なるもの」については別の機会に譲りたい。
　さてMSA第XVIII章「菩提分品」では，第89－91偶の「外なるもの」の論述は第80－103
偶をもって説かれる「四法印　dharma－uddana」の一部分を構成している。四法印全体の
論述構成は次の如くである。
1）はじめに四法印が総体的に提示される。（kas．80－81）
2）次に四法印が個々に論じられる。まず四法印の第一「諸行無常」が刹那滅の視点から
　　論じられる。（kas．82－91）
3）続いて四法印の第三「諸法無我」が「人無我」に重点をおいて論じられる。（kas．92－103）
　さらに当面の主題である「外なるものを」含む，諸行無常を諸行刹那滅として論を展開
する次第は以下の如くである。
　2－1）まず諸行の刹那滅であることが十五の理由（十五義）をもって全体として論じら
　　　　れる。（kas．82－83）11）
　2－2）次に諸行を分析して「内なるもの」が十四種の生起と九種の理由をもって考察さ
　　　　れる。（kas．84－88）12）
　2－3）最後に「外なるもの」の考察が十四種の原因と，対論者との八種の論争とを通し
　　　　て展開される。（kas．89－91）
　このように，MSA第XVIII章における「外なるもの」の考察は，諸行を内なるものと外
なるものとに分類し，その両者ともに刹那滅であることを立証する過程のなかで論じられ
るのである。しかもこの「諸行無常」を含む「四法印」の考察は，直前の「三三昧」の考
察（kas．77－79）を受け，三昧を実践する中で（ka．80），三性説をその理論的基盤として
（ka．81）なされるところに，その特色が窺えるのである。この学派における刹那滅と三昧
や三性説との問題については別稿を準備しているので，ここでは立ち入らないことにす
る13）。
　さて以上のような背景のもとで論じられる「外なるもの」の論述次第の説明に移ろう。
このテーマが十四種の原因と，対論者との八種の論争を通じて展開されることは既に述べ
た。その十四種の原因はさらに外なる世界を四大種mahabhOta（地・水・火・風）と六境
sadvidha－artha（色・声・香・味・触・法（野庭所摂の色））との観点から追求される。こ
れら，十四種の原因と四大種・六境との関連性や，さらには八種の論難が展開される次第
を以下に概略的に提示する。なおSAVBhとMSATの対応する個所を付記する（P．版）。
必要に応じて参照されたい。
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　bahyartha－ksanikatva（kas．89－91）
〈1＞Bahya－arthaの吟味（十四因）
　（1）四大種mahabhUta
　（2）六境sadvidha－artha
（1）四大種　　　　　十四因
　　a）　ap　　　　　　　　（1）　§o＄a　　　　　　　　　　　　滋
　　　　　　　　　　　　　　　（2）　vrddhi　　　　　　　　　？固
　　b）vayu
　　　　　　　　　　　　　　　（3）calatva　　　　　性動
　　　　　　　　　　　　　　　（4）vrddhi増
　　　　　　　　　　　　　　　（5）hani減
　　c）　PτthivI
　　　　i）sambhava　　　　　　　　　　二面
　　　　　　　　　　　　　　　（6）ap
　　　　　　　　　　　　　　　（7）vayu
　　　ii）paripama　　　　　　　　　　　　四攣
　　　　　　　　　　　　　　　（8）karmakrta　　　業カ所作
　　　　　　　　　　　　　　　（9）upakramakτta　　人功所作
　　　　　　　　　　　　　　　（10）bhOtakrta　　　　諸大所作
　　　　　　　　　　　　　　　（11）kalakrta　　　　時節所作
　　d）tej　as　　　（12）indhanadhinavτtti　薪力
（2）六境sadvidha－artha
　　1）varna
　　　　　　　　●　　　　　　　（8）～（11）
2）gandha　c）．ii）
1耀§aP・・ipam・　四攣
　　5）§abda　　　（13）taratamya一　　　漸微
　　　　　　　　　　　　　　　　　　upalabdhi
　　6）dharmayatanika－rUpa
　　　　　　　　　　　　　　　（14）citta－anuvrtti　　随！己・起
〈2＞Prccha八種の論難
　　1）第一の論難　samskaranam　ksanikatvam／
　　2）第二の論難　pradipa
（kas．）
89c－90b，91a
90cd，91bc
　　　89c
　　　89c
　　　89d
　　　89d
　　　89d
　　　90a
　　　90a
　　　90b
　　　90b
　　　90b
　　　90b
　　　91a
90cd
91b
91c
（ka．）
91C
SAVBh
183a8
183b3
183b7
＝ト・84・2
　　　　184bl
　　　　l84b2
＝ト184b6
　　　　184b7
］一・84b8
185a6
185a7
185b3
185b4
185b6
186a8
186a3
187a3
187a8
SAVBh
187層
187b7
187b8
MSAT
172a7
…　　　　　o　●　o
●　●　●　0　9　●
o　●　・　●　●　8
172b2
172b6
172b3
　●　o　o　●　●　●
MSAT
　●　●　●　●　●　●
　●　・　…　　　　　　●
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3）第三の論難　sa甲skara項卑na　k＄aηikatvam／
4）第四の論難　vilak＄apatva
5）第五の論難　yana
6）第六の論難　indriya－vij面na
7）第七の論難　varti－pradlpa
8）第八の論難　viparyasa
188a7
188b3
189b1
189b4
189b8
190a6
173a1
173a5
まとめ （80／81comm．） 190b5　　　173a6
－191a4　　　　　　－7
　以上のように，諸行を考察するにあたりまず内なるものと外なるものとに大別する。次
にそれぞれをさらに細かに分類し，細分された各々が変化するものである，あるいは刹那
滅であることを三昧・瞑想のなかで沈思する。このことを通して，諸行の無常なること，
刹那滅であることを立証するという方法はMSA以外にもこの学派の試論書のなかに散見
される。換言すれば，このようなプロセスのなかで外なる世界の分析がなされることは，
この学派に共通したあり方のように思われる。他の論書におけるかような分析の方法を点
検してみたい。
　『聲聞誤』S短侃肋一餉π痂（以下SBh）は「第四楡伽庭」にて内なるものと外なるものと
の無常性を論じる。この無常性は第四喩伽庭の出世間喩話にて，四聖諦を無常・苦・空・
無我の四種の瞑想・三昧行を実践することを通して観察されるのである。そのうち内なる
ものについては「十五種の所作の変異」と「八種の変異の因縁」とにより考察する14）。それ
らは前章2－2）のMSAのそれとの比較考察を必要とするが，ここでは省略する。外なる
ものについては，それを十六種に分類して考察を加えている15）。その項目のみを列挙すれば
以下の如くである。（1）地pτthivl，（2）園arama－udyana，（3）山parvata，（4）水udaka，（5）業
karma，（6）庫蔵ko§a，（7）（8）飲食bhojana－pana，（9）乗yana，　GO）衣vastra，（1D厳具alarp－
kara，（12）舞歌楽nτtti－glta－vadita，　q3）香重塗飾gandha－malya－vilepana，　qの資具bha廻a－
upaskara，α5＞光明aloka，（16）男女承奉stri－puru＄a－carya。
　これら十六種のうち前半六種は「所摂受の事parigrahavastu」すなわち様々な存在を包
み支えるものであり，後半の十種は「身資具kayaparivara」すなわち身体を取り巻く具体
的なものであるとされる16）。一見して明らかなように，外の世界を考察するための瞑想の対
象として選択されたこれら十六種は，身近な具体的なものぽかりである。すなわち身近な
ものを瞑想の対象として観察することから初めて，外なるものすべての無常性の体得に至
るのである。その考察のしかたも，四大種・六境の分類に従って十四種の観点から組織的
に外的世界を考察するMSAのそれと際立った対称を示しているかのようである。その具
体的な差異を見てみよう。そのためには，外なる世界の考察に関してMSAの十四種の原因
とこれら『聲隔地』の十六種すべてを比較し，その関連性を明らかにすべきであるが，紙
面の制約もあり，今は一，二のそれに止める。
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MSAは第一に四大種の水界について水の乾上がることと水量の増大することとを因と
して刹那滅であると説く。釈から引用しよう。
〔3a〕　まず水については，（1）乾上がること，（2）増大することにより［刹那滅であること
　　が確立される］。泉，湖，池等で漸次に水が乾上がり，あるいは増大することが見ら
　　れる。刹那海に変化することなくして，この両者はあり得ないだろう。後になって
　　［水量が変化する］特別の原因は存在しないからである17）。
一方，『聲野地』では十六種の第四番に水について説かれている。
〔3b〕　同様に，泉，湖，池，川，河，窪みなどで時には水が満ち溢れ，時には水が枯渇
　　し，乾上がり，荒地化するのが見られる。……［かくして水の変異して無常なるこ
　　とvipari項ma－anityataが観察されるのである。］18）
このように水の無常性の考察に関していえば両論書ともさしたる差異は無いといえよう。
　あるいはMSAは四大種の火界について第十二に薪と関連させて火の刹那滅を立証する
が，今は引用を省く。後出の解読研究を参照されたい。他方『聲平地』は十六種の原因の
中に独立項目として「火」を立てることはない。しかし，第一の地，第二の園，第三の山
（概略的に云えば後の二者は第一の地に含まれよう）の考察において火による変遷が説か
れ，それらの変異無常なることを通じて，火の無常性が観察されているのである19）。
　この逆の例が『聲平地』十六種中の第十五「光明alokanukara」である。ここでは光明
と暗闇との生滅を通して無常なることが論じられている。一方MSAは十四種の原因の中
で光明を直接論じることは無い。しかし後半の「八種の論難」中第七で，灯芯との関係の
もとに灯火を論じ，両者ともの刹那滅を立証している20）。
　同様なことは『聲糊地』十六種中の第九「乗（乗物）yana」についても云えよう。『聲聞
地』は新しいきらびやかな乗物が変化して風化朽壊するさまを観察する。一方MSAは後半
の「八種の論難」中第五で視点を変えて，乗物と乗る人との関係から刹那滅の論議を進め
ている21）。前者が具体的なものの観察であるのに対し，後者がより論理的な考察に重点のお
かれていることが理解されよう。あるいは四大種の風のようにMSAでは論じられている
が，『聲聞地』では項目に挙げられていないものも中にはある。
　詳細な論証はここでは省かざるをえないが，以上のように考察する時，項目のみからは
一見繋がりの無さそうに思われる，『聲聞地』の十六種の原因とMSAの十四種の原因並び
に八種の論難との間の関連性に気付くであろう。この両者は次のように要約される。
　1）妙なる世界について云えば，瞑想・三昧の実践に励んでいた鍮伽行者たちは日常生
活の身近なものを瞑想の対象にすることから始めて，それらの無常なることをありありと
観じていた22）。具体的に云えば目の前の家，寺，城などであり，草花，叢林，山並み，川，
池などであり，あるいは食べ物・飲物，衣服，車，装身具，生活用品などなどである。そ
れらは十六種にまとめられて，『質置地』の第四喩伽庭に伝えられている。
　2）外なるものの無常性を観察するために，『聲聞地』などを経て喩伽行者たちが伝承し
てきたこれらの瞑想の対象をMSAも継承した。その際，①それらの対象を伝統的な範疇で
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ある五悪・十二処・十八界の区分に従って再編成し，四大種・置処の観点から十四種にま
とめて，より詳細に理論的に論じた。②さらに『聲聞地』では「変異する無常」として捉
えられていたものをより厳密に「刹那滅の無常」として立証した。
　ところが同じ鍮平行学派に属しながら『集論』（および『雑集論』、46痂6加槻α一sα〃¢鷹。α二
一四二ッα，ASBh）や『顕揚論』では外なる世界の分析考察にあまり重点が置かれていないよ
うである。たとえば『集論』では「堅甲平中凹凹第一」にて苦諦の共相として無常相が十
二の観点から追求されている。その最終第十二相に至って「器二成同相bhajanasarpvarta
－vivarta－laksana」が，換言すれぼ器世間すなわち罪なる世界の生滅が四大種の火水風の観
点から，初めて観察されている23）。かように外なる世界の無常性，刹那滅が論じられている
とはいえ，その考察の方法は上記の『聲野地』やMSAほど詳細になされているわけではな
い。『集論』では諸行の無常性，刹那滅を論じつつ，その焦点はむしろ内なる世界にある。
原因である内なる世界の無常性が立証されれば，唯識説に基づいて，結果である外なる世
界の無常性は自ずと成立するとされる24）。したがって外なる世界の分析や考察にさほど力
点が置かれなくなっている。
　この傾向性は『顕揚論』においてはより明確である。同論書は「成無常品第四」にて諸
行の無常性・刹那滅を，三性説に依拠した唯識説に立脚して説く。同素の詳細な考察は別
稿に譲らざるをえないが，その第三・四偶には「十五種の変異無常」とその変異無常をも
たらす「八縁」とが説かれている25）。前者では（1）嬰児から老時までの変化を説く分位変異，
乃至⑮骨鎖の焼失・離散する一切種不二審変異まで，すべて内なる世界の無常性が重点的
に考察されている。後者は（1）時間の流れ「二時貯蓄」から，（8）貧瞑凝が他の煩悩と結びつ
く「異縁合」まで，変異無常を引き起こすのに助けとなる外的要因である。これらはとも
に内なる世界の考察である。この八二の中に外なる世界が若干言及されているが（火水風
による変化など，上記『集論』の「器可成骨相」と類似），それだけのことであり，内なる
ものの考察に引き続いての外なるものの考察は省略されている。ここでは三性説を基盤と
してまず「唯識無二」を確立すること，換言すれば内なる世界の刹那二二を立証すること
に重点がおかれ，「外境」すなわち外なる世界そのものの分析検討の必要性はもはや認めて
いないかのようである。
　前章で論じたように，MSA第XVIII章では諸行を内なるものと外なるものとに分析し，
前者は「十四種の生起と九種の理由」をもって（kas．84－88），後者は「十四種の原因と対
論者との八種の論争」とを通して（kas．89－91），考察されていた。同様に『聲聞地』でも
前者については「十五種の所作変異と八種因縁」，後者については「十六種の理由」によっ
て考察がなされていた。一方ここ『顕揚論』では今見たように平なるものは「十五種の変
異無常と野縁」によって考察されているが，平なるものの考察は全くと云ってよいほど省
略されている。諸行無常を論じながら，外なる世界についてのこれらの論述の差異は，そ
のまま鍮伽行学派における思想展開の何ほどかを表現していると云えよう26）。
　以上のように「外なるもの」をめぐって，同じく喩伽行学派に属する論書でありながら，
『聲聞地』，MSA，『集論』，『顕揚論』などの論及のしかたに差異のあることが概略的にで
はあれ明らかになった。このことに考慮しつつ，次章でMSA第XVIII章「菩提分品」第
89－91偶の解読研究を試みることにする。【本論】には偶頒とVasubandhuとされる註釈を
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外なるもの（早島）
含む。【釈疏】はSthiramatiのSAVBh，【広註】はAsvabhavaのMSATである。西蔵文
はP．版とD．版とを校合し，適宜と思われる読みにしたがった。西蔵文の異同の一一につい
ては省略する。個々の問題点は註記にて論じることにする。なおこの第89－91偶を含む，同
章第82－91偶の「刹那滅論ksanikatva」の（さらに，願わくはこのMSA第XVIII章「菩提
分品」全体の）梵文・蔵文校訂テキスト（【本論】，【釈疏】，【広註】）及びその解読研究を
当面の課題としたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
註 記
1）野田又夫「哲学の世界史」および「哲学の三つの伝統」（いずれも同『哲学の三つの伝
統』筑摩書房所収，後に『野田又夫著作集　II』白水社に再録）参照。また「世界」に
ついては，山田昌「世界の意味」（新岩波講座哲学4『世界と意味』所収）を参照された
　い。
2）インド思想潮流において仏教が常に異端の地位に止まり，終にはインドにおいて消滅
せざるをえなかった問題を論じるには，カーストとの関わり合い以外にたとえば唯一常
住のアートマンを認めなかったなどなど他に考慮すべき多くの課題がある。今はそれに
専念する余裕は無い。なお高崎直道「古代インドの宗教と思想」（岩波講座世界史3『古
代　3』）参照。
3）MSA第導爆第5－7偶については，’小谷信千代『大乗荘厳経論の研究』（文栄堂）第五
章「汗馬行における法の修習」，特に「3　加行道における法の修習」（p．106以下）参
照。
4）MSA第XI章第kas．1－4の「対象を求道することalambana－parye＄ti」については拙
稿「経・律・論」（長崎大学教育学部『社会科学論叢』Nos．33．34　1984，85）参照。
5）MSA　p．55．
　alambanam　moto　dharmah　adhyatmam　bahyakam　dvayam／
　　labho　dvayor　dvayarthena　dvayaS　canupalambhataり／／5
　dharma　alambana甲yo　de§ita耳kayadikarp　adhyatmikarp　bahyam　adhyatmikaba－
hyai　ca／tatra　grahakabhUtarp　kayadikam　adhyatmikam，　grahyabh恒ta甲，　tayor　eva
tathata　dvayam／
　　注釈冒頭‘4同一伽励伽αη¢yo　de§itah…／’を上記のように‘4加γ初α伽初6α鰯η¢yo
de§itah…／’と訂正。その理由は次註参照。
6）この釈文を小谷氏は訂正せずに次のように読む。
　　　「法という所縁とは説かれたものである（dharma－alambanarp　yo　de§ita取）。内と外
　　と内外〔両者なる所縁〕とは，身体などである。その場合，内〔の所縁〕とは能取と
　　なる身体などであり，外〔の所縁〕とは所取となる〔色など〕であり，〔内外〕両者な
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　る〔所縁〕とはそれら〔内と外の〕二つの〔所縁の〕真如である」（同p．107）
この解釈は次の二点で筆者のそれと異なる。①冒頭のSkt．を訂正せず，　de§it的を「説か
れたもの」と理解する。②「身体など」を内と外と内外との三者に関連させて読む。こ
の解釈は，特に①は，それなりの根拠が述べられていて捨てがたいものである。しかし，
筆者は次の理由で本稿に掲げた解読を提示する。①まず，この法は，Sthiramatiや
Asvabhavaが復註を施し，それに基づいて小谷氏も述べているように，十二分野や大乗
の諸経典であるとともに雑染・清浄の法［すべて］である。前者は当然としても後者の
雑染・清浄の法［すべて］について「説かれたもの」と理解することには抵抗があろう。
そして何よりも，この注釈は，筆者のように訂正して，偶頒を単にパラフレーズしたも
のと理解すべきであろう。すなわち，野望（以下ゴチで示す）のalambana叩を釈でも
alambanamと主題を提示し，　mato　dharmaりをdharmo　yo　de§itah（つまりde§itahは
matQの説明），　adhyatmamをkayadikam　adhyatmikam，　bahyakamをbahyam，
dvayamをadhyatmikabahyamと注釈したと考えるのが自然ではなかろうか（なお蔵訳
は直接の手がかりを与えない）。また②については「身体など」の「など」に外の色など
も含まれるならばこのような理解もなりたつであろう。しかしAsvabhavaが「身体など
の内なるものと説くのは第二の対象である。」（P．89b7）と釈している（〔2b〕参照）こ
とからも，「身体など」は「内なるもの」だけに係ると理解すべきであろう。
7）SAVBh　P．179a8－b2……180a2－3．
8）MSAT　P．89b7－90a2．
9）このようにMSAにおける内なるものと外なるものとの分析は，伝統的な五二・十二
処・十八界などの分類方法に基づいている。MSAも含め，喩伽行学派の諸論書にみられ
るこのような傾向性がアビダルマ哲学の影響を受けてのことであることは周知のとおり
である。今の場合直接的にはアビダルマにてmatrkaとして発展した分析手段と関連性
があると思われる。これについてはA．K．　Warder‘The　Matika’（」40加加06加4α短PTS
1961所収）を参照されたい。
10）野澤静談『大乗仏教喩伽行の研究』（法蔵館）「II　大乗仏教喩伽行の意義・源流・展
　開，三　喩平行の展開」；小谷前掲書，第五章「楡下行における法の修習」；拙稿「唯識
　の実践」（講座大乗仏教8『唯識思想』春秋社所収）参照。
11）諸行の刹那滅を説く十五義の概略を，SAVBhとMSATの対応する個所を付記して
　（P．版），以下に掲げる。この十五義の内容は次の内なるものの刹那滅（kas．84－88）の
　検討とともに，稿を改めて論じなければならない。
K＄apikatva　　　（kas．82－91）
　1）k＄apikatva　　（kas．82－83）　十五義
　　　　　　　　　　　　　　　（ka．）　　　　SAVBh（P．）　MSAT（P．）
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　　　1
　　　2
　　　3
　　　4
　　　5
　　　6
　　　7
　　　8
　　　9
　　　10
　　　11
　　　12
　　　13
　　　14
　　　15
　結語
12）
　　2）
ayogat
hetutas　utpattes
virodhat
svayam　asthites
abhavat
laksanaikantyat
anuvrttes
nirodhatas
parinamopalabdhes
tad－hetutva－
　　　phalatvatas
upattatva－
　　　adhipatyat
§uddha－anuvrttitas
SatVa－anUVrttltaS
外なるもの（早島）
（82a）
（82a）
（82b）
（82b）
（82c）
（82c）
（82d）
（82d）
（83a）
（83b）
（83b）
（83c）
（83c）
（83d）
（83d）
由起
従因
相違
不住
無体
相定
随轄
滅蓋
変異
因
果
執持
増上
随浄
随生
「内なるもの」の十四種の生起と九種の理由とを，
　adhyatmika－k＄apikatva　（kas．84－88）
十四種起
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
　　　caturda§avidha－utpatti
adya
taratama
caya
a§rayabhava
vikara
paripaka
hina
vi§ista
bhasvara
abhasvara
de§antaragama
sabij　abhava
abijabhava
pratibimba
九種因nava－karana－vi§esa
　〈1＞　hetutva－vi§esa
　〈2＞　mana－vi§esa
　〈3＞　　cayaparthya
158b3　　　　　　　170b1
159b8　　　　　　　170b3
161a4　　　　　　　170b4
163b3　　　　　　　　…　一・
164a7　　　　　　　170b8
166a8　　　　　　　　・・・…
166b8　　　　　　　　・・・…
167b1　　　　　　　171a4
168a1　　　　　　　　・・・…
169a3　　　　　　　　・・・…
170a2　　　　　　　171a7
170a8　　　　　　　　171a8
170b6　　　　　　　　・・・…
171a1　　　　　　　171b1
171a6
　前註同様に掲げる。
（kas．84，85）
　　　　　初汐
　　　　　続起
　　　　　長起
　　　　　依起
　　　　　変起
　　　　　熟起
　　　　　劣起
　　　　　勝起
　　　　　明起
　　　　　無明起
　　　　　異庭起
　　　　　種起
　　　　　無種起
　　　　　像起
（kas．86－88）
続異
断異
随長
　　SAVBh（P．）
　　　　171b2
　　　　172a1
　　　　172a5
　　　　172a7
　　　　172b3
　　　　　172b5
　　　　　172b8
］一173・4
　　　　　173a7
　　　　　173b6
　　　　　174a1
　　　　　174a3
　　　　　174a7
　　　　　174b2
　　　　　174b4
　　　　　174b6
　　　　　175a7
　　　　　175b4
MSAT（P．）
　　171b2
　　171b3
　　171b3
　　171b5
　　171b6
　　171b7
　　172a1
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〈4＞　a§ritatvasambhava
〈5＞一1）
　　　　　2）
　　　　　3）　　　　hinatva－
　　　　　4）　　　　vi§istatva－
　　　　　5）　　　　bhasvara－
　　　　　6）　　　　abhasvara一
〈6＞　gati－abhava
〈7＞　sthiti－abhava
〈8＞　carama－asambhava
〈9＞　Citta－anuVrtti
＝ト・thiti－a・ambhava
凹凸
住過
去過
無住
有死
随心
176a6
176b8
177b6
178b1
179a3
181b7
183a4
172a4
ユ72a6
またこの十四種起と九種因との対照関係は次の如くである。
　　　　　　caturda§avidha－utpatti　　　　　　　　　　　nava－kara尊a－vi§e＄a
　　　　　　　十四種起（kas．84，85）　　　　　　　九種因（kas．86－88）
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
（11）
α2）
（13）
（1の
adya
taratama
caya
a§rayabhava
vikara
paripaka
hina
vi§ista
bhasvara
abhasvara
de§巨nataragama
sabijabhava
abij　abhava
pratibimba
初起
続起
長江
二二
二二
二二
二二
勝起
明起
無明起……
二二起……
種起　……
無種起……
像起　……
〈1＞　hetutva－vi§esa
〈2＞　mana－vi§esa
〈3＞　　cayaparthya
〈4＞　a§ritatvasambhava
＜5＞一1）
　　　　　2）
　　　　　3）　　　　h1natva－
　　　　　4）　　　　vi§istatva－
　　　　　5）　　　　bhasvara－
　　　　　6）　　　　abhasvara一
〈6＞　gati－abhava
〈7＞　sthiti－abhava
〈8＞　carama－asambhava
〈9＞　　Citta－anUVrtti
｝・thiti－a・ambh・v・
続異
断異
随長
随依
主過
去過
無住
有死
随心
13）『南都仏教』トb．59掲載予定。
14）『聲聞地』第四鍮下帯の内容は漢訳vol．33の冒頭のuddanaに要約されている（465a
　－b）。ただしこのuddanaはSBh（Shukla本）では欠落。このうち内なるものの「十五
　種の所作の変異」については471a－b；471c－472b，　SBhはp．474－12以下；477－1以下を，
　　また「八種の変異の因縁」については471b以下，　SBhはp．474－20以下を参照された
　い。
15）十六種の名称は『聲聞地』471a，　SBh　pp，473－19～474－5；具体的な論述は
　472b－473b，　SBh　pp．482－10～484－20を参照されたい。
『聲聞地』
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外なるもの（早島）
16）SBhp．484－15～19，『聲聞地』は473a参照。
　　　……asthiratarp　dτ§tva　ca　punar　asyaivarp　bhavaty　anitya　bateme　sa卑skaras
　　tatha　hy　e＄arp　bahyanarp　sarpskaraparp，＄apparp　ca　parigrahavastUnarp　da§anafi
　　ca　kayaparivarapa甲pratyakSata，　vikaro，　viparimapo’yam　idτ§a　upalabhyate／
17）MSAp．153
　　　aparp　tavac　cho＄a－vrdde毎／utsa－saras－tatagadi＄v　aparp　kramepa　vτddhi草
　　copalabhyate／tac　cobhyam　antare寧a　pratik＄a耳a卑pari項ma卑na　syat，　pa§cad
　　vi§esakaranabhavat／
18）SBh　p．483，『聲聞地』は472c参照。
　　　tatha　utsa－saras－tataga－nadi－prasravapa－kOpadlny　ekada，　samτddhodakani
　　pa§yaty　ekada，　parik＄ipodakani，　sarvepa　va　sarwa卑vi§u＄kapi　khilibh亘tani
　　kotarani／
19）MSAはpp．153－154，　SBhはpp。482－483の該当する個所を参照されたい。
20）SBhはp．484，『聲明地』は473a，　MSAはp．154を参照されたい。
21）SBhはp．484，『聲明地』は472c，　MSAはp．154を参照されたい。
22）MSA　XIX－50（周知のようにこの偶頒は『撮大乗論』物1吻伽αsθ㎎η加，　III－6に引
　用）に明確に述べられているように，喩伽行者たちは三昧・瞑想の対象としてまず「眼
　前に思い浮かべられた何らかの相purat的sthapitarp　nimittam」を修習する。具体的
　には死骸の腐乱・腐敗して行くさま，骨鎖や膿などを対象とする不浄観，骨鎖観などで
　ある。これら特定のものを対象とする観法の修法を通して，諸行の無常なること，無我・
　苦なることに通達する修行を積む。この不浄観などを完成した後に「外界に自然に存在
　する相sthitalp　svayam」を対象とする，すなわちここ『聲聞地』で説かれているよう
　な，日常生活の身近なものすべてを対象とする瞑想に悟入できるのである。身のまわり
　のものを対象として，それらの無常なることなどを体得するに至るのである。
　　このように，『聲野地』において外なる世界を十六種の観点から観察するのは「外界に
　自然に存在する相sthitalp　svayam」の修習に該当する。従って，外なる世界について
　このような観察を実践できる楡伽行者たちは，それ以前に「眼前に思い浮かべられた何
　らかの相purataりsthapitalp　nimittam」の修習を積んでいると考えるべきであろう。
　なお『聲聞地』における不浄観については，第二喩伽虚ではvol．26，428c～巻末，第三
　喩弓庭ではvol．30，452a－453a；vol．32，461c－462aなどを参照されたい。
　　また「眼前に思い浮かべられた何らかの相purat的sthapitalp　nimittam」と「外界
　に自然に存在する相sthitalp　svayam」とに関しては，小谷前掲書pp．114－120を見られ
　たい。この問題について，修習の順序を逆にして「外界に自然に存在する相」を先に観
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じて後に「眼前に思い浮かべられた何らかの相」を修習するとする解釈が掲示されてい
る（勝呂信静「大乗荘厳経論と摂大乗論」，中村瑞隆博士古希記念『仏教学論集』所収，
pp．367～8，註⑲参照）。しかし不浄観などの定心を体得して初めて日常経験の事物が不
浄である云々という観察が可能になるのであり，この解釈には従えない。
23）『集論』674c－675a，　ASBh§55A－xii。
24）『集論』675b，　ASBh§56。
25）『顕揚論』548a－c。
　　「鯨攣異無常有十五種　頒日
　　　　子守腸管知　　十五種差別　　所謂分位等　　八縁甲旧故
　　　　下界具一切　　四界離三門　　具三種攣異　　上界復旧器
　　諭日。十五種攣異者　三分位攣異　及至一切種不現蓋攣異。等位攣異者　野冊下見位
　　乃至四時前後不相似各別攣異。顯攣異者　謂從妙色三等潤澤子下乃至攣爲悪色鹿骨枯
　　二二髄。形攣異者　謂四四等攣異。興盛攣異者　謂春囑資財及戒三等興盛　與此相違
　　名衰退攣。営門節攣異者　謂三具諸勢節後攣爲不具。寒熱攣異者　謂於寒時蜷賜戦傑
　　熱則寄適流汗希求冷特等攣異。他所損害攣異者　警手足蹴搏蚊虻燭等身髄三門。疲労
　　攣異者　謂二階跳騰騨等　平野攣異。威儀攣異者　四四威儀前後易脱損盆攣異。平野
　　攣異者　謂由順苦樂等燭攣異故苦樂発受攣異。染汚攣異者　謂心所有貧瞑等大小子等
　　黒円攣異。病質攣異者　謂先賢病苦後膨男運所逼身盟皆皆。死攣異者　謂先有壽轡型
　　空無識前後堂下。営門等攣異者　謂命終後身色青瘍下欄乃至嘗物平野異。一切種不現
　　審攣異者　骨鎖野焼壊離散彼一切種都町所見甲冑
　　又此十五種攣異由三八縁相野。八縁者　一積時貯畜。二他所損害。三受用薦減。四時
　　出門謝。五火所嶢。冷水所壊。野風所燥。平野縁合。卯時貯堅甲　謂経時久故　有色
　　之法不離党勢自然朽敗。他所損害者　謂由他種種逼悩因縁前後攣異。受用勢望者　謂
　　於種種所受用物爲各別主宰之所食用損減攣異。時節推謝者　謂冬時寒雪夏日暑雨　叢
　　林藥草或堅甲衰。火所嶢者　謂大火縦逸平城聚落悉爲灰儘。水所壊者　謂大水漂漫開
　　里四隅並野冊没。風所三者　謂大風瓢鼓潤衣漁地速令乾曝。異縁合者　謂多貧者與瞑
　　縁合時剋纒四丁護起瞑纒。如是多瞑多凝者與鯨煩魑縁合鷹知亦爾。如是諸識異境現前
　　亦爾」
　なお『顕揚論』「成無常品」の梗概に関しては上記註13）の拙稿中註㈹を参照されたい。
26）内なるものと外なるものとめぐる諸論書の対応関係を概略的に示す。
内なるもの 外なるもの
『聲聞地』 十五種所作変異：八種因縁 十六種因
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外なるもの（早島）
MSA 十四種生起：九種因 十四種因（及び八種の論難）
『集　論』 十二無常相
（十二無常相中
@　　器成壊相第十二）
『顕揚論』 十五種変異無常：八種因縁 論及無し
